
■ご注文に際して
ご注文の際は「納入仕様書」等をご請求いただき，ご確認下さる
ようお願いします。

■ご使用に際して
1.　�アルミニウム電解コンデンサは有極性です。

・ 極性を逆にしてご使用になると異常電流が流れ回路が
短絡したり，コンデンサを破壊する事があります。

・リプル電圧で極性が逆になる回路には使用できません。

2.　電源回路でのご使用について
・アルミニウム電解コンデンサは，ご使用に伴い，内部の

電解液が徐々にドライアップし，等価直列抵抗値（ESR）
が上昇します。 保証寿命を超えてのご使用では，静電
容量が大幅に減少し，損失角の正接と等価直列抵抗値

（ESR）が大幅に増大するため，直流バイアス電圧とリプ
ル電圧ピーク値の総和が定格電圧を超える場合があり
ます。電源回路のいかんに関わらず，直流バイアス電圧と
リプル電圧ピーク値の総和が定格電圧を超える場合，下
限が OV を下回る可能性が有る場合は，コンデンサへの
電圧制御を実施してください。

3.　印加電圧について
・定格電圧を超える電圧を印加すると漏れ電流が著しく増

加し，特性劣化やショート故障の原因となりますので定
格電圧を超える電圧は印加しないで下さい。リプル電流
を重畳する場合，リプル電圧の尖頭値が定格電圧を超え
ないように注意して下さい。

　尚，定格電圧を超えるサージ電圧の規定については条件
が限定されており長時間の使用を保証するものではあり
ません。

・ 逆電圧（直流バイアス+ リプル電圧ピーク総和≦ 0V）が
印加されないようにご注意下さい。

4.　急激な充放電回路でのご使用について
・急激な充放電を繰り返す回路には使用しないようお願い

します。特性劣化やショート，破壊に至ることがあります。
充放電を繰り返す回路に使用を検討する場合，別途ご相
談下さい。

　尚，10A を超えるラッシュ電流がコンデンサに流れ込む
使用方法の場合は保護回路適用を推奨します。

5.　定格リプル電流以下でご使用下さい。
・ 定格リプル電流を超えるリプル電流を流した場合，コン

デンサ内部の発熱が大きくなり，寿命を縮めたり，極端な
場合には破壊に至ることがあります。このような回路に
は高リプルの電解コンデンサをご使用下さい。

6.　カテゴリ温度（使用温度）による特性の変化について
・コンデンサの特性は，温度によって次のように変化しま

す。 この変化は一時的なものであり，温度が常温に戻れ
ば回復します（高温長時間による特性劣化を除く）。

　尚，保証範囲以上の温度でのご使用では漏れ電流が増
加し破壊する場合があります。機器の置かれる周囲温
度，機器内の温度のみでなく機器内での発熱体よりの放
射熱，リプル電流による自己発熱等も含めたコンデンサ
の温度にご注意下さい。
①定格静電容量は，通常 20℃・120Hz のときの値をもっ

て表していますが，温度が高くなると増加，低くなると減少
する傾向にあります。

②損失角の正接（tanδ）は，通常 20℃・120Hz のときの
値をもって表していますが，周囲温度が高くなると減少し， 
低くなると増加する傾向にあります。

③等価直列抵抗（ESR）とインピーダンスは，通常 20℃・
100kHz の時の値をもって表しますが，周囲温度が高くな
ると減少し，低くなると増加する傾向にあります。

④漏れ電流は，温度が高くなると増加し，低くなると減少しま
す。

7.　周波数による特性の変化について
• コンデンサの特性は，使用周波数によって次のように変

化します。
①定格静電容量は，通常 20℃・120Hz のときの値をもっ

て表しますが，周波数が高くなると減少します。
②損失角の正接（tanδ）は，通常 20℃・120Hz の時の値

をもって表しますが，周波数が高くなると増加します。
③等価直列抵抗（ESR）とインピーダンスは， 通常 20℃・

100kHzのときの値をもって表しますが，周波数が低くなる
と増加します。

8.　コンデンサの寿命について
・コンデンサの寿命は， 電気的性能の劣化による摩耗故

障となります。 特に，温度及びリプル電流の影響を受け
ますのでご注意下さい。 寿命の推定については，テクニ
カルノートの「寿命推定について」 をご参照下さい。

9.　使用環境の制限
・ 直接水，塩水および油類がかかったり，または結露状態

にある環境で使用しないで下さい。
・ 有害ガス（硫化水素，亜硫酸，亜硝酸，塩素，アンモニア

等）が充満する環境で使用しないで下さい。
・オゾン，紫外線および放射線が照射される場所に使用し

ないで下さい。
・ 振動または衝撃条件が納入仕様書の規定範囲を超える

過酷な環境で使用しないで下さい。
　規定範囲内でも共振により大きな負荷が加わり，特性変

化や製品が脱落する可能性があります。製品実装後の共
振を必ずご確認ください。

■ [ ご使用上の注意事項 ] アルミニウム電解コンデンサ
本製品をご注文・ご使用の前に必ず，この注意事項をお読み下さい。
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10．薫蒸処理について
・ 電子機器を海外に輸出する場合，木製の梱包材を臭化

メチルなどのハロゲン（化合物）ガスで薫蒸処理をする場
合があります。このハロゲンガスによってコンデンサの腐
食が発生することがありますのでご注意下さい。

　また防疫処理剤についてもハロゲンなどの腐食性成分
が含まれている場合がありますのでご注意下さい。

11．コンデンサのケースと陰極端子間は絶縁されておりません。
・コンデンサのケースと陰極端子間は，電解液によって不

定の抵抗で接続されております。

12．両面プリント配線板について
・電解コンデンサを両面配線基板でご使用の場合，配線パ

ターンがコンデンサの取り付け部にかからぬようご注意
下さい。取り付け状態によっては配線基板上でショートす
る危険があります。

13．コンデンサの短時間漏れ電流
・コンデンサの漏れ電流は、温度・印加電圧・印加時間に

よって変化します。規定時間未満の短時間漏れ電流につ
いては規定値より大きくなる傾向にあります。規定時間
未満の短時間漏れ電流についてはお問い合わせくださ
い。

14．コンデンサの接続について
・コンデンサは電解液を使用しているため，電解液の等価

直列抵抗値（ESR）が電気的損失特性の大半を支配して
おります。したがってコンデンサの温度上昇に応じて等
価直列抵抗値（ESR）が下がり，リプル電流が流れやすく
なる電子部品です。

　コンデンサを 2 個以上並列に接続する場合はコンデン
サの等価直列抵抗値（ESR）が回路抵抗値に近いため，
電流バランスが崩れた場合，一部のコンデンサに大きい
電流が流れて温度上昇し，それによりさらに電流が流
れ，最大許容リプル電流を超えてしまう場合があります。
並列接続の場合は，個々のコンデンサの回路抵抗のバラ
ンス化およびトータルリプル電流の抑制等を行ない，過
剰なリプル電流・電圧が発生しないように回路設計して
下さい。

・コンデンサを 2 個以上直列に接続する場合は，コンデン
サに加わる電圧のバランスも考慮して，個々のコンデンサ
にかかる電圧が，定格電圧以下になるように分圧抵抗器
を各コンデンサと並列に入れて下さい。

15．高地で使用する場合
・ 航空機など高々 度でコンデンサを使用する場合でも，高

度 10,000m 程度までの大気圧であれば使用しても問
題はありません。

　但し，高度が高くなると気温が低下しますので，使用環境
温度における電子機器の動作確認をお願いします。

　尚，宇宙空間等，更に過酷な条件でご使用の場合はご相
談下さい。

16．基板の穴ピッチを合わせて下さい。
・プリント配線板の穴ピッチは，コンデンサのリードピッ

チ（カタログ中の F 寸法）に合わせて設定下さい。リ一ド
ピッチと穴ピッチが異なりますと，リード線にストレスが
かかり，ショート，断線，漏れ電流の増大等の原因となり
ますのでご注意下さい。

17．圧力弁付きコンデンサ
・ 圧力弁は，コンデンサに過電圧，逆電圧等の異常な負荷

がかかった際に，内圧の上昇による爆発を防止するため
にケース等の一部を薄くして弁機能をもたせたものです。
弁の作動後は，復元しないためコンデンサは交換する必
要があります。

・ケース圧力弁付き品については，圧力弁の作動時に支障
のないよう圧力弁の上部に空隙を設けて下さい。

コンデンサの直径 φ18 以下

圧力弁上部の空隙 2.0 以上 単位：mm

18．NC 端子について（RPK シリーズ）
・ NC 端子は絶縁されておりませんので，他のすべての回路

より電気的に独立させて取付けて下さい。

19．外装スリーブについて
・コンデンサに被覆している外装スリーブは，チップ部品

の予備加熱，固定樹脂の硬化等にさらされると亀裂等を
生じることがありますのでご注意下さい。一般のアルミニ
ウム電解コンデンサの外装スリーブは PET またはポリ
塩化ビニルを使用しております。これは表示を目的とした
ものです。電気的絶縁の機能を有しておりません。

使用上の注意アルミニウム電解コンデンサ
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■実装に際して
1.　�取り付け時の注意事項

・ セットに組み込んで通電したコンデンサは再使用しない
で下さい。定期点検時の電気的性能を測定するために取
り外したコンデンサを除いて，再使用はできません。

・コンデンサの定格（定格静電容量及び定格電圧）を確認
してから，取り付けて下さい。

・コンデンサには再起電圧が発生する場合があります。こ
のときは，1k Ω前後の抵抗器を通して放電して下さい。

・コンデンサの極性を確認してから取り付けて下さい。
・コンデンサは床などに落下させないで下さい。落下したコ

ンデンサは，使用しないで下さい。
・コンデンサを変形させて取り付けないで下さい。
・コンデンサの周囲及びプリント配線板の裏面（コンデン

サの下，もしくは裏）への発熱部品の設置はさけて下さ
い。

2.　�コンデンサ本体及び端子やリード線に強い力を加えないよ
う注意して下さい。
・コンデンサの端子間隔とプリント配線板穴間隔とが合っ

ていることを確認してから取リ付けて下さい。
・ 自動挿入機によってコンデンサのリード線をクリンチ固

定する強さは，強すぎないようにして下さい。
・自動挿入機及び装着機の吸着具，製品チェッカー及びセ

ンタリング操作による衝撃力に注意して下さい。

3.　はんだ付けについて
・コンデンサの本体を溶融はんだの中に浸漬してはんだ付

けしないで下さい。
・はんだ付け条件
　条件についてはカタログの「はんだ付け条件」ページまた

は納入仕様書に規定の範囲内として下さい。
・ 端子部以外にフラックスが付着しないようにして下さい。
・コンデンサのスリーブが直接基板のパターンに接触した

り，他部品のリード線等金具部に接触しますと収縮した
り割れることがあります。

・ コンデンサのスリーブを直接基板に密着させ使用する
場合，はんだ温度の高過ぎ，はんだ付け時間の長過ぎに
より，スリーブが加熱され収縮したり割れることがありま
す。

・ 機器の長期使用の場合，実装はんだ付け不良によってコ
ンデンサとプリント配線板等の接続不良を起こし異常電
流が流れることのないように，はんだ付け特性を管理し
てご使用下さい。

・リフローはんだ付けの注意事項
①製品の位置の違い
　プリント配線板の中央部より端部の温度上昇は高くなり

ます。
②部品点数，実装密度の違い
　部品点数が少なく，実装密度が低い程，温度上昇は大きく

なります。
③使用プリント配線板の種類の違い
　同じサイズ・厚さの場合，同じプリント配線板温度とするた

めには，ガラスエポキシプリント配線板よりセラミックプリン
ト配線板の方が設定温度を低くする必要があり，部品に
対するストレスは大きくなります。

④プリント配線板の厚さの違い
　プリント配線板が厚くなるほど，炉内温度設定を高くする

必要があります。

⑤プリント配線板の大きさの違い
　プリント配線板が大きくなるほど，炉内温度設定を高くする

必要があります。
⑥クリームはんだ厚の違い
　クリームはんだ厚が推奨の厚さより薄い場合，弊社までお

問い合わせ下さい。
⑦ヒーター位置の違い
　（赤外線リフローにてはんだ付けされる場合）
　下加熱は，ホットプレート法と同様に，コンデンサに対するダ

メージが軽減されます。
⑧はんだ付け条件によって漏れ電流は，はんだ付け後に高く

なる場合があります（最大数 mA 程度）。
　尚，電圧を印加して使用することによって，漏れ電流は次

第に小さい値になります。
⑨�VPS（Vapor Phase Soldering）によるはんだ付けにつ

いては，別途お問い合わせ下さい。
・はんだ手直しについて
　はんだ付けのミスがあった場合は，はんだごてにより

手直しをお願いします。このときは，こて先温度 400 ±
5℃，3+1

0 秒以下にてはんだ付けをお願いします。
   

4.　はんだ付け後の取り扱いについて
・プリント配線板にコンデンサをはんだ付けした後，コン

デンサ本体を押したり，傾けたり，倒したり又はひねった
りしないで下さい。また，プリント配線板を反らすことは
避けてください。

・プリント配線板にコンデンサをはんだ付けした後，コン
デンサを把手がわりにつかんでプリント配線板を移動し
ないで下さい。

・プリント配線板にコンデンサをはんだ付けした後，コン
デンサに物をぶつけないで下さい。

　また，プリント配線板を重ねるときコンデンサにプリント
配線板，又は他の部品なとが当たらないようにして下さ
い。

5.　はんだ付け後の洗浄について
・推奨洗浄方法

①洗浄剤：
（a）クリンスルー　710M，750H，750L
（b）パインアルファ　ST-100Ｓ 
②洗浄条件：
（a）洗浄液温度は 60℃以下として下さい。
（b）�洗浄時間は浸漬，超音波等の方法で 2 分以内として

下さい。
（c）�洗浄後は十分な水洗いを行いコンデンサをプリント配

線板とともに熱風で 10 分以上乾燥させて下さい。こ
の時の熱風温度はカテゴリ上限温度以下として下さ
い。

（d）�洗浄後，洗浄液の雰囲気中又は密封容器で保管しな
いで下さい。

使用上の注意アルミニウム電解コンデンサ



6.　固定用接着剤，コーティング剤について
・ハロゲン系溶剤などを含有する固定剤・コーティング剤

は使用しないで下さい。
・ 固定剤・コーティング剤を使用する前に，基板とコンデ

ンサの封囗部間にフラックス残渣及び汚れが残らないよ
うにして下さい。

・ 固定剤・コーティング剤を使用する前に，洗浄剤などを
乾燥させて下さい。

・ 固定剤・コーティング剤でコンデンサの封囗部（端子側）
の全面をふさがないで下さい。

・ 固定剤・コーティング剤の熱硬化条件は，カタログ又は
納入仕様書の規定に従って下さい。（規定のない場合は，
御相談下さい。）ディスクリート部品とチップ部品の混載
のとき，チップ部品の固定剤の熱硬化条件によって外装
スリーブに割れ・裂け及び縮みなどが発生する場合があ
ります。

・推奨固定剤・コーティング剤
　固定剤：セメダイン　1500
		  ダイアボンド　DN83K
		  ボンド G103
　コーティング剤：ヒュミシール 1B66NS，1A27NS

■その他の注意事項
1.　�コンデンサの端子に直接触れないで下さい。

・ 感電し，やけど等をする恐れがあります。必要に応じてご
使用前に 1k Ωの抵抗（発熱容量に対して充分に余裕の
あるもの）を通して放電処理して下さい。

2.　�コンデンサの端子間を導電体でショートさせないで下さ
い。
・又，酸及びアルカリ水溶液などの導電性溶液をコンデン

サにかけないで下さい。

3.　�産業用機器に使用されているコンデンサについては，定期
点検をして下さい。
・点検項目は，次の内容を行って下さい。

①外　　　観：開弁，液漏れなどの著しい異常の有無。
②電気的性能：�漏れ電流、定格静電容量，損失角の正接，

等価直列抵抗 (ESR)，インピーダンス及び
カタログ又は納入仕様書に規定されてい
る項目。

4.　万一の場合，下記の内容にご注意下さい。
・セット使用中に，コンデンサが開弁し，ガスが見えたとき

は，セットのメイン電源を切るか又は電源コードのプラグ
をコンセントから抜いて下さい。

・万一ショートしてガスが発生する場合，条件によって異な
りますが数秒から数分の時間がかかります。従いまして，
この間に電源の保護回路が働くようにしてご使用下さ
い。

・コンデンサの圧力弁作動時，100℃を超える高温ガスが
噴出しますので，顔などを近づけないで下さい。噴出した
ガスが目に入ったり，吸い込んだりした場合には，直ちに
水で目を洗ったり，うがいをして下さい。コンデンサの電
解液は，なめないで下さい。電解液が皮膚に付いたとき
は，石鹸で洗い流して下さい。

5.　保管の条件
・ 保管の際，高温度・高湿度・直射日光が当たるような場

所には保管しないで下さい。温度 5℃～ 35℃，相対湿度
75％以下の室内で保管下さい。

　（保管期間：推奨，納品後２年以内）
・ 未使用又は機器に取り付け後の長期保管について
　保管が長期に及んだ場合，漏れ電流が増加する傾向があ

ります。特に周囲温度が高い程この傾向は著しくなりま
すが，電圧処理により漏れ電流は減少します。長期保管品

（製造後約２年以上）は必要に応じ電圧印加処理を行っ
て下さい。

　推奨電圧処理条件はシリーズ毎に設けております
　（高温無負荷特性に記載：JIS C5101-4 4.1）。
　ご不明な点はお問い合わせください。
　また，機器の設計時には初期電流の増加の影響を考慮

し，必要に応じて保護回路を併設して下さい。
・コンデンサに直接水・塩水及び油がかかる環境で保管

しないで下さい。
・コンデンサに直接，水・塩水および油類がかかる環境，

結露状態にある環境で保管しないで下さい。JEDEC-J-
STD-020 規定は、適応外となります。

・コンデンサを，有害ガスが充満する環境で保管しないで
下さい。（硫化水素，亜硫酸，亜硝酸，塩素，オゾン，アン
モニア等）

・コンデンサを，紫外線および放射線が照射される場所に
保管しないで下さい。

・ 船舶などの防虫対策として，コンテナの木枠ごと有毒ガ
スでくん（燻）蒸処理等を行うと，有毒ガスが残留する場
合があります。

6.　�コンデンサを廃棄する場合には，次のいずれかの方法を
取って下さい。
・コンデンサを廃棄する場合は，専門の産業廃棄物処理

業者に渡して，埋め立てなどの処理をして下さい。

7．その他
ご使用に際しては，カタログ及び納入仕様書の記載事項の
他，下記の内容についてもご確認の上，ご使用いただくよう
お願いします。
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• 改良のため，予告無く仕様・寸法等を変更する場合があります。
• ご使用及びご注文の際には，当社「納入仕様書」をご要求いただき，それらに基づきご購入ご使用くださるようお願いします。
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